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1 はじめに
現在，一般的なオフィスの座席レイアウトは島型対向
式である．このレイアウトは従来の情報処理型の仕事内
容には適していたが，近年オフィスにおいて求められる
独創性の高い企画やアイデアの創発などの創造型のワー
クスタイルとは適合しておらず，ワークプレイスの変化
が求められている 1) ．その中でも特にノンテリトリアル
オフィスに高い関心が集まっている．
ノンテリトリアルオフィスは個人専用の席を持たず複
数人で設備を共用するオフィス計画手法である．利用者
の好みや気分を考慮して座席を自由に選択でき，また固
定席のときよりも多くの人と交流機会が上昇することが
Allenらの研究 2) により明らかになっており，これらに
よる知的生産性の向上が期待されている．
本報告では，配席ルールに基づいた座席の自動決定方
法の提案および効果の考察を行う．

2 ノンテリトリアルオフィスにおける課題
ノンテリトリアルオフィスの利点として，座席を好み
や気分によって選択できるという点が挙げられる．しか
し，座席を自由に選択ことによるいくつか問題の発生が
懸念される．

1 点目に，同じ人がいつも同じ席に座る「座席の固定
化」がある 3) ．これにより他者の座席選択の自由が阻害
される可能性がある．特に役職が上位または年齢が上の
利用者が同じ席を占有すると，部下や年少の利用者はそ
の座席を選択することができなくなってしまう．

2点目は，同じグループでいつも集まって座る「グルー
プの固定化」である．これはノンテリトリアルオフィス
の利点でもある他部署など多くの利用者と交流を持つこ
とができるという利点を阻害してしまう．

3 執務者交流可変型配席方法
第 2 章に示した課題を解決する手法として，乱数およ
び配席ルールにより各執務者にランダムに座席を割り当
てる手法を提案する．毎日の座席を乱数によって決定す
ることにより，固定席化の問題を解決することができる．
さらに執務者間の交流を制御する配席ルールを付加する
ことで，より効果的に執務者間の交流を促進することが
期待される．本稿により提案する配席ルールは以下の 2
方式である．
• 水平交流促進型配席方式：
　同じ年齢層の執務者同士の交流を促進させる

• 垂直交流促進型配席方式：
　異なる年齢層の執務者同士の交流を促進させる

水平交流促進型方式では，執務者をいくつかの年齢層で
分けそれぞれ同じ年齢層の執務者同士が同じテーブルに
なるように配席を行う．同じ年齢層の執務者がいるテー
ブルに空席があればそこに優先的に割り当てられるが，
前回同じテーブルに座った執務者がいるとその他のテー
ブルの座席候補を探索する．同様に，垂直交流促進型配
席方式では執務者をいくつかの年齢層で分け，各年齢層
の執務者が１つのテーブルに対し均等な配置になるよう
配席を行う．

4 執務者交流可変型配席実験
提案手法の評価を行うために，PC上で配席ルールおよ
び乱数を用いて座席を決定するシステムを構築した．構
築したシステムの外観（一例）を Fig. 1に示す．

Fig.1 座席自動決定システム

執務者が ICカードリーダーに学生証をかざし，希望入
力画面で希望する座席タイプのボタンをクリックすると
配席ルールに従い配席が行われる．実験はある大学のノ
ンテリトリアルオフィスを模した研究室で行った．研究
室の平面図を Fig. 2に，写真を Fig. 3示す．
研究室の利用者は修士 2年生 9名，修士 1年生 10名お
よび学部 4年生 20名である．本実験では，水平交流促進
型配席方式および垂直交流促進型配席方式における所属
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Fig.2 実験に用いた研究室の平面図
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Fig.3 実験室の各部分の詳細

の区分を修士の学生と学部生の 2区分と定義した．
実験は新入生として学部 4年生が研究室に加わる 4月
から始め，配席ルールは水平型と垂直型を約 1 ヶ月ず
つ交互に変えて行った．実験期間と配席ルールについて
Table 1に示す．

Table1 実験期間および配席ルール

実験期間 配席ルール

2013/4/4 ～ 5/7 水平交流促進型
2013/5/10 ～ 6/8 垂直交流促進型
2013/6/10 ～ 7/8 水平交流促進型

評価は各配席ルール後に行ったアンケート調査により
行なう．アンケート項目は，研究室内で親密であると思
う人数（親密の定義は偶然出会ったときに挨拶以上の会
話をするかどうか），配席ルールにより親密になったと感
じた人数の割合，および親密になった度合である．それ
ぞれを Fig. 4，Fig. 5および Fig. 6に示す．

0 

3 

6 

9 

4 5 6 7

U4→M2 

M1→M2 

M2→M2 

0 

10 

20 

4 5 6 7

U4→U4 

M1→U4 

M2→U4 

0 

5 

10 

4 5 6 7

U4→M1 

M1→M1 

M2→M1 

Fig.4 親密である人数の変化

Fig. 4 では 4月から 5月での学部 4年生に対するまた
学部 4年生が修士の学生に対する親密度が 4月に変化し
ていることを除き，ほぼ横ばいの変化となった．Fig. 5
および Fig. 6では，配席ルールによって学部 4年生間に
おける親密度が高まったと回答した利用者が多いことが
わかる．また垂直交流時に修士に対する親密度の向上を
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Fig.5 配席ルールにより親密になった人数の割合
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Fig.6 配席ルールにより親密になった度合

感じた利用者が 4 月に比べ増加していることから，垂直
交流促進型に期待される効果が得られたことがわかる．
本実験により，配席ルールによって周囲に着席する人
間を変えることで，執務者間交流に可変性をもたせるこ
とが可能であるとわかった．今後は，4 月時にフリーア
ドレス方式や固定席配布などの環境下ではどのように親
密度に変化があるかを調査することで，より本手法の効
果が示せると考えられる．
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